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《本年度の重点目標》 自他のよさを認め合い 共に高め合う子どもの育成           

令和７年 
10月 31日発行  

No.６ 

旭川市立正和小学校 学校教育目標「かんがえる子 やさしい子 つよい子」 

読書習慣をつけるには 

校 長  石 持 英 世  

 今月１８日、「落ちついて 心をこめて 堂々と」のテーマの下、学習発表会が行われました。

子どもたちは、歌、演奏、ダンス、音読など、これまで学習してきたことをベースに発表しま

した。体育館に響き渡る声、躍動する動きに対し、温かいご声援をいただいたことに感謝申し

上げます。 

 

さて、１０月２７日から１１月９日までは「読書週間」となっています。読書は、言葉を学

び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かにし、人生を深く味わう力を支える大切な営み

です。子どもたちは読書を通じて、頭の中で体験を再現し、新しい知識を身に付け、興味の幅

を広げていきます。だからこそ、学習の土台となる「生きる力」を育てるうえで、読書は欠か

せない要素なのです。子どもが自分から「読みたい」と感じられるよう、周囲の大人が働きか

けることが、何よりも重要であると感じています。 

 

読書には、学力面以外にも多くのよい効果があります。読書により語彙力と読解力が磨かれ、

さまざまな表現や場面の理解が深まります。自然と集中力が養われ、長時間の読書にも耐えう

る心と身体のリズムを作ります。読書を続けると、知識が増え、いろいろな出来事への関心が

広がります。登場人物の心情を読み取る力は、実生活の人間関係にもよい影響を与え、コミュ

ニケーション能力が高まります。 

 

では、家庭でどうやって読書習慣を身に付けさせるとよいのでしょうか。大切なのは「読ま

せる」ことを強要せず、自然と読書ができる環境を整えることです。習い事の待ち時間や移動

中など、短時間でも読書する環境を作るのもよいのではないでしょうか。保護者自身が読書を

楽しむ姿を見せることも大切です。親が本を手に取り、感想を共有する姿は、子どもに「読書

は楽しい」という思いを伝えることにつながります。絵本やマンガ、図鑑といった多様な本を

許容することで、入口を広げるのも有効だと思います。 

 

「本は自分で読まず、ＰＤＦ化して生成ＡＩに読み込む。ＡＩに要約させたり、ＡＩと問答

したりして内容を吸収する」･･･先日ある雑誌に載っていた今の若者の「読書」の現状です。デ

ジタル化の流れは、「読む」という基本的な学びの姿すら変えつつあるそうです。 

繰り返しになりますが、私たちが目指すのは「読ませる」ことではなく、子ども自身が自然

と本に触れ、読みたいと思える環境をつくることです。秋の夜長、子どもたちと一緒に本の世

界を旅する時間を、ご家庭でもぜひ広げてみてください。読書を通じて、子どもたちの想像力

と思考力が豊かに育っていくことを心から願っています。 
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令和 7 年度 全国学力・学習状況調査の結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科では、漢字の正しい用法や基本的な読解力

で全国を上回る傾向が見られました。一方で、伝え合

いを伴う話す力や聞く力、図表を読み解いて情報を

取り出す力は、全国とほぼ同様、あるいはやや低めの

傾向でした。身近な題材には強い反面、図表を基にし

た抽象的な問いで誤答が増えました。 

改善策・・・・読み取ったことや考えていること、

これから書こうとしていることを図などで表し、整

理する作業を授業に取り入れていきます。 

算数科では、データの関係を読み取って式に表す

能力や小数や分数の扱い、式の構成といった領域で

全国を上回る傾向が見られました。一方、平行四辺形

の作図手順や図表の解釈を問う問題、小数や分数の

基準量の理解を問う問題では、全国を下回りました。 

改善策・・・・低学年のうちから「何を基にして

考えるか」や「何と比べるか」を意識させるなど、学

年ごとに身につけるべき基礎基本を確実に定着させ

ていきます。 

理科では、「地球」を柱とする領域の理解や電磁石

に関する知識が全国を上回りました。全体としては、

領域横断的な理解が進んでいます。ただし、直列回路

のつなぎ方や花のつくり・受粉、図表と現象の結びつ

きを問う問題は、全国をやや下回りました。 

改善策・・・・これまで以上に実験や観察の機会

を増やし、顕微鏡の基本操作などの基礎的な力を獲

得させるとともに、日常生活と理科の事象を結びつ

け、学習を深めていきます。 

児童質問紙の結果を全国平均と照らして読み解くと、「ICT 機器の活用」や「先生の良さ」を認める回答、「友人と

協力して学ぶ実感」などで、肯定的な回答が相対的に高い傾向にあります。一方、「朝食の有無」「自分と違う意見に

ついて考えることを楽しむ姿勢」「算数・理科への関心」「授業への質問意欲」といった項目は全国平均と比べて低

く、生活リズムや対話の機会、授業展開などの環境要因が影響していると考えられます。 

今後は、保護者の皆様と協力し、「早寝・早起き・朝ご飯」を推進するとともに、児童の質問を引き出す授業改善

を進めるなど、よい点を伸ばしつつ課題にも具体的対策を講じてまいります。 

１０月２１日（火） バスレンタル事業で １・２年生が旭山動物園へ 

 生活科の学習で、１・２年生が旭

山動物園に出かけました。肌寒い一

日でしたが、子どもたちは元気いっ

ぱい活動し、動物とのふれあいを楽

しみました。この後は、気が付いた

ことや感じたことを、絵や文章でま

とめていきます！ 


